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通信ネットワークの主力は、大容量の光ファイバ通信システム

へ移り変わっています。一方、自然災害が激甚化する中、災害時

にも通信を維持できるルートの選定が重要です。

【目指すこと】

• 周辺環境や地理的条件を踏まえて、回線停止リスクを把握

• 災害の影響を受けにくい通信ルートを選定

• 災害への強さと、経済的な設備構築を両立

通信設備への影響は、ハザードマップから把握できる災害

の規模や範囲だけでなく、土地の成り立ちや周辺環境によっ

ても異なります。

そこで本研究では、ハザードマップに地形区分、土地利用

分類、建物情報などを組み合わせ、地域ごとの特徴を踏まえ

た回線停止リスクの把握を目指しています。

さらに、長い通信ルートを効率的に評価するため、次の処

理を自動化するツールを作成しました。

1. 通信設備の位置情報と各種データを照合

2. 災害ごとに回線停止リスクを判定

3. 判定結果をルートに沿って地図上に表示

これにより、リスクの高い区間や、複数ルートが同じ災害

で被災する可能性のある箇所を視覚的に確認できます。

土地の成り立ちや周辺環境を考慮し、より実態に即したリ

スク把握と効率的な可視化を目指します。

03
現在のリスク可視化を、今後は災害による設備被害や復旧への影響を踏まえたルート全体の比較評価へ

発展させます。

将来的には、既設設備の活用や新設・維持管理にかかる経済性も考慮し、通信ルートの選定や、優先的

に対策すべき区間の判断を支援します。

情報通信ネットワークの監視・運用の研究を通じて、電力システム

の信頼性向上に取り組んでいます。AIや情報通信技術の実装可能性

を常に意識し、現場への適用を見据えた研究開発を進めています。

01 技術開発の背景・目的

02 災害毎の回線停止リスク自動判定

03 社会実装に向けて
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＜通信ルートの回線停止リスク判定システム＞

各種条件を考慮した上で回線停止リスクを評価
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